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第 239号 

平成 31 年 2 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 立春を迎える２月です。小松天満宮は別名｢梅林院｣とも言いますが，ここの梅が，当地では最初に開花する

と言われています。菅原道真公を祀る天満宮には，間もなく，紅白梅が｢梅林院｣一面に咲き誇り，春の訪れを

告げてくれます。天満宮初代別当能順も，この梅の香に誘われ，連歌師でもあったその腕を振るい，その発句

をまとめた『聯玉集』には多くの梅の句が詠まれています。 

梅の伝わった奈良時代には，花見と言えば，桜ではなく，当時は梅を愛でました。また立春は１年の始まり

とされ，この日が正月でした。雪の残る２月ですが，春を迎える新たな一歩の月でもあります。学びの第一歩

として，是非古文書講座を受けてみましょう！古文書からも，当時の季節感を体現できるかも…。 

 

 

 

「古文書を読んでみよう」    ２月 16 日(土) 
   武家文書の基本となる「知行宛行状」，寺院文書は「御印書」などを読む 

「町方文書を読む」      ２月 24 日(日) 
   町人の「遺言状」，「家売買」など，町人生活の様子がわかる文書を読む 

「地方文書を読む」      ３月 ３日(日) 
   村役人(十村)から御郡奉行へ宛てた文書をとおして，村の様子を窺う 

『安宅町文書』（小松市立図書館蔵） 

第 86･87･88 回 市史講座 古文書講座 

講 師：袖吉 正樹 氏 

    金沢市立玉川図書館担当館長補佐 

    小松市史専門委員 
 

時 間：午後２時～４時 

会 場：小松市公会堂１階 

第１･２会議室 
 

受 講 料：無料 

申  込：資料準備のため事前予約が必要 

     事務局(0761-24-5315)に申込み 

     当日参加も可能 

 古文書を読み解くことで当時の人々の暮らしの様相を

垣間見ることができる。図書館所蔵の『安宅町文書』には，

治安，土地，商業，租税，人事などいろいろな分野の記録

が残されている。写真は，醤油の津出(ﾂﾀﾞｼ)に関する文書

で，領内から醤油を売り出すことへの依頼とその許可書で

ある。物資一つ出すにも御算用場の許可が入った。 

☆ 古文書から見る人々のくらし 



＜２月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金） ／ ９：00～17：00（土）  

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局１月の活動＞ 

・１月 ４～31日 教育関係資料調査 

・１月 ５日(土) 近現代関係資料調査 

・１月 14日(月) 教育部会 

・１月 19～25日 亀淵家文書調査 

・１月 22日(月) 教育関係資料調査(粟津温泉観光協会) 

・１月 23日(月) 教育関係資料調査(小松高等学校) 

・１月 24日(木) 通史(中世)部会 

・１月 31日(月) 近現代部会 

         教育関係資料調査(串茶屋民俗資料館) 

 

 ＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

 

＜事務局２月の活動予定＞ 

・２月 ６日(水) 教育関係資料調査 

・２月 16日(土) 古文書講座 

・２月 17日(月) 教育部会 

・２月 23日(木) 通史(生活文化)部会 

・２月 24日(日) 古文書講座 

 

広い意味で「建物の建立や修理に際して作成された札」のことで，建物自体に建立，再建，修理，改築，葺替

などの記録を残すため，木札に墨書したものを，棟木に釘で直接打ち付けるか，天井裏などに置いたりした。札

には建物名，年月日，建築関係者名などの基本的内容の他に，仏教・神道の宗教的性格の語句を記載したものや

四文字を基本とする慣用句や呪文(祈祷句)が記載される。この『建築編』では，寺院・神社の棟札を取り上げた。 

 

  

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

                     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28   

 

『小松市史 建築編』見どころ紹介（第８章 棟札より） 

☆ 棟札とは 

願文が加えられた棟札 

  

 

(加賀)八幡八幡神社の『拝殿造営棟札』(大正７年９月) 

 表面の上部には，｢天下和順/日月清明｣の願文があり，国内が

平穏で，太陽が輝いているようにという願いが込められている。

また，勧請年や工事手順を記した後にも｢天長地久/天水雨水｣と

いう願文が示され，これは天下泰平と水害除けの祈祷句である。 

拝殿造営に込められた町の人々の願いが見て取れる。 

 なお，裏面には工事関係者の名前が記される。大工棟梁の大杉

芳太郎が棟札の執筆者でもある。8 年後の本殿造営にも関わる。 

『新修 小松市史 資料編 15 建築』 

定価 5,200 円(税込)にて，販売して 

おります。お早目にお求めください。 

 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

